
資料1 港区政策創造研究所 令和5年度子育てしやすい環境の充実に向けた調査研究

理想の子ども数と予定の子ども数のギャップについて

港区政策創造研究所令和5年度子育てしやすい環境の充実に向けた調査研究より引用

◼ 女性の「子どもを持ちたい」という希望は、いつでも叶えられる訳ではない
➢ いま、子どもを諦めてしまったら取り返しはつかない！！

◼ 少子化とは、経済の低下、社会保障の不安定化など
社会のありとあらゆる分野に悪影響を及ぼしている諸悪の根源
➢ こどもを持ちたいという希望を叶えるために手を尽くすべき！！



資料2 令和6年4月1日施行予定の港区介護保険条例改正案



資料3 港区政策創造研究所 令和5年度子育てしやすい環境の充実に向けた調査研究

港区政策創造研究所令和5年度子育てしやすい環境の充実に向けた調査研究より引用



出産 未就学児 小学生 中学生 高校生 大学生

課題
検診費用
出産費用

シッター不足
学用品等

家計負担

塾代等

学費等私立中高一貫に通わせる学費

所管課

資料4 切れ目のない子育て支援について-少子化対策の司令塔が必要-

みなと保健所
子ども

家庭支援部
学校教育部

学校教育部 子ども
家庭支援部

現物給付
出産一時金
給付

シッターの
人員補強

学用品の
無償化

放課後塾の導入

公立中高一貫校の創設 学費支援

ファミリー向け住居の確保

住宅課

子育てするには住居が狭い

子ども家庭支援部



資料5    こども家庭支援部は「未就学児の支援」が中心

港区公式ホームページより



資料６ 尼崎市のこども政策監-港区にもこども政策の司令塔を-

尼崎市公式ホームページより



資料7 港区政策創造研究所 令和5年度子育てしやすい環境の充実に向けた調査研究

港区政策創造研究所令和5年度子育てしやすい環境の充実に向けた調査研究より引用
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資料9 〈提言〉デジタル地域通貨による子育て支援について

出産 未就学児 小学生 中学生 高校生 大学生

課題
検診費用
出産費用

シッター不足
学用品等

家計負担

塾代等

学費等私立中高一貫に通わせる学費

現物給付
出産一時金
給付

シッターの
人員補強

学用品の
無償化

学費支援

現金給付
or

デジタル
通貨給付

〈メリット〉
• 変幻自在に対応できる
• 現物給付にはないスピード感
〈デメリット〉
• ただし目的外利用のおそれ

メリット
デメリット

〈メリット〉 目的外利用されることがない
〈デメリット〉 導入や創設に時間がかかる

①年間利用上限を定める
②使途を子育て関連に制限（⇒地元商店街への支援にも）
③区外に転出した場合

効力を無効とする（⇒定住促進に繋がる）

デジタル地域通貨
（スマイル商品券でも可）

放課後塾の導入

公立中高一貫校の創設

ファミリー向け住居の確保

子育てするには住居が狭い
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